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いきもの森予報月

小鳥の森で観察してみよう 144

コミスジ

ｖ

分類 チョウ目 タテハチョウ科 

大きさ：20～30mm

特徴：黒いはねに3本の白い線（スジ）が
入っているように見える

小鳥の森で見られる時期
・5月～10月

小鳥の森で見られる場所
・平地～山地の日当たりの良い場所
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かとう あやめ さん（7才）※1
かとう こはる さん（10才）※2 が描いてくれました。

５月に入ると子育てをする野鳥たちで森はにぎや
かになります。南の方からやってくる夏鳥たちの声
も聞こえてきますよ。
小鳥の森の夏鳥と言えば「キビタキ」です。福島

県の鳥としておなじみですね。「キビタン」のモ
デルでもあります。オスは背中が黒色、目の上は黄
色の眉（まゆ）のような模様、のどからお腹は黄色
と美しい姿をしています。明るく大きな声で「ピ―
リ、ピッピリリ」と跳ねるように鳴きます。
５月の終わりごろには、巣立ったばかりのヒナ

（巣立ちビナ）を見かけることもあります。ヒナは
森の中でしばらくの間は親鳥と一緒に過ごし、飛び
方やエサの取り方など自然で生きていく勉強をしま
す。
みなさんにお願いです。この時期は地面に巣立ち

ビナが落ちていることがありますが、見つけた時は
近づかずにその場から離れましょう。親鳥が近くで
見守っていますよ。

（※1：はねを開いた姿）

（※2：はねを閉じた姿）

キビタキ

ヤマガラ（成鳥） ヤマガラ（ヒナ）

にぎわう森の中



栄坂が

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
小鳥の森通信「しじゅうから」2024年5号№455／企画・発行：福島市小鳥の森／NPO法人野鳥の会ふくしま

今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

お知らせ

スタッフだより

自 然 情 報月４ いきものニュース 月

自然のお便り
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小鳥の森HP

＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

命がうまれる「春」

コケを運ぶシジュウカラ

ツクシ

カタクリ

バードウィーク特別企画
「小鳥の森バードフェスティバル」

5月12日（日）に愛鳥週間に合わせて野
鳥に関するイベントを行います。
野鳥についての理解や興味をもつキッカ

ケづくりを目的としています。当日はバー
ドウォッチングや巣箱作り、缶バッジなど
の野鳥に関する様々なイベントを実施しま
すよ。ぜひ足をお運びください。

日時：5月12日（日）9：00～12：00
場所：小鳥の森ネイチャーセンター
参加費：缶バッジ、巣箱作りは

各材料100円。
申し込み：お電話にてご確認ください。
※バードウォッチング、巣箱作りは
事前申し込みが必要です。

身近なコイの秘密
５月5日は「こどもの日」。同じ日にお祝いす

る「端午の節句（たんごのせっく）」は、男の子
が元気に育つことを願って「こいのぼり」をかざ
ります。大きな目と口、ちょろっとおヒゲ。空で
気持ちよさそうに泳ぐ「コイ」。かっこいいです
ね。

そのコイの仲間。小鳥の森にも住んでいるんで
すよ。ヌメッとした細長い体にヒゲモジャの顔。
全然コイとはちがいます。その正体はドジョウで
す。手でつかみにくいのは体の表面に粘液（ねん
えき）があるから。砂や他の生き物たちとこすれ
ても体が切れないように守っています。口のまわ
りにたくさん生えているヒゲの役割は「味やにお
いを感じること」。水の底にヒゲを押し当てて藻
（も）や虫を探します。

あらためてこいのぼりとドジ
ョウを見てみました。ちょっと
ユーモラスでおっとりした顔。
たしかに似てる気がしますね。

４月のはじめ、小鳥の森では「春の妖精（ようせい）」が
目を覚ましました。この時期に約２週間だけ花を咲かせる
「カタクリ」です。天気が良くあたたかい日に、ピンク色の
花びらを上にカールさせて咲きます。園内の群生地（同じ植
物がまとまって生えている場所）では、足元にカーペットの
ように広がるたくさんの花を見ることができました。
竹林の前では背を比べるようにたくさんのツクシが生えて

いました。漢字では「土筆」と書きます。なるほど、あたた
かい「春」の土に筆を立てたように見えますね。
ネイチャーセンターの観察窓に設置した巣箱にも新しい

「春」が。今年はシジュウカラが子育
てに使っています。３月27日にコケを
運ぶメスの姿、4月5日に卵を確認でき
ました。これからの様子もネイチャー
センターにあるモニターで生中継しま

すので、ぜひ見に来てくださいね。
枝ばかりのさびしげな「冬」から一気に「春」へ。今年も

小鳥の森はたくさんの命であふれそうです。
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